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化学物質負荷試験を始めました。 
 
 盛岡病院では化学物質負荷のために、化学物質の濃度を測定限界以下までおさえ
た負荷ブースを持たないので今までは化学物質負荷試験は行なっていませんでし
た。いろいろと試行錯誤を繰り返した結果、一般の外来でも可能な負荷装置を開発
しました。今年の1月から月1回ですが、予約制で検査を行なっています。同時に近
赤外線を使用した脳血流をリアルタイムで測定できるNIRO-100という器械を使用し
て、化学物質負荷時に脳血流がどのように変化するかも調べています。化学物質負
荷濃度はWHOの作業環境基準上限位ですので、普段でも吸入する可能性のある濃度
でしかも吸入時間は数分ですので急性中毒などの危険性はありません。 
 しかし化学物質過敏症では環境基準以下の低濃度でも反応を起こす可能性はあり
ますので、症状は出ることがあります。脳血流変化だけでなく自覚症状が出現する
かどうかも判定に必要になります。検査は今のところ保険適用にはなっていません
ので同意書が必要です。 
 検査料は今のところ無料です。検査を受けてみたい方はご連絡下さい。 
 化学物質過敏症外来に様々な症状が出る方や程度も軽い方から重症の方まで色々
です。 
 そのため患者さんの中には、化粧、香水使用、防虫剤の臭いがついた服を着て来
られる方、喫煙されている方など千差万別です。気持ち良く外来を受けられるよう
に以下の注意点を守って下さるようにお願い致します。       
 
   １． 化学物質過敏症外来には、種々の化学物質に対して過敏な方が来られま 
   す。 
     外来受診の際は、付き添いの方も含めて、化粧、香水、整髪料など匂い 
    のきついものは避けて下さい。最低口紅くらいにして下さい。 
     また、衣類の防虫剤などについても注意して下さい。 
  ２． 当院の化学物質外来は、できる限り化学物質濃度が低くなるように努力 
    していますが、一般外来の施設なのでパーフェクトにするのは不可能で 
    す。  
     外来に来られた時に待っているのが辛い場合は、遠慮なく早めに申し出 
    て下さい。 
     活性炭マスクをお渡ししたり、待っている場所を考慮します。 
     また早めにいらした時は廊下ではなく外来の中に入って待っていて下さ 
    い。中の方が楽だと思います。 
  ３． 初診の患者さんには、診察前に問診票に記入していただいています。記 
    入には約1時間かかりますので、初診時は予約時間の1時間早めにいらして 
    下さい。 
     予約の際に言われますがスムースに外来を進めていくためなのでよろし 
    くご協力お願いします。 
  ４.  また診察時間は初診で1時間、再来で30分と一般外来よりは長く取って 
    余裕を持ってお話を聴けるように努力していますが、他の患者さんにも配 
    慮して、お話いただく内容をメモしてきていただくなど効率良く外来が進 
    められるようにご協力お願いします. 
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